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国

ヲム

道

在
来
論
語
の
三
論
郎
ち
魯
論
諾
・
奔
論
語
・
古
論
語
に
就
い
て
は
種
々
の
方
面
よ
り
、
諸
々
の
論
議
が
行
は
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
今

怯
主
と
し
て
三
論
の
源
流
を
訊
ね
た
い
。

一
一
一
論
の
源
流
と
い
っ
て
も
之
に
は
定
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
勢
に
よ
れ
ば
三
論
の
分
立
は
阪
に
漠
一
初
よ
り
存
し
た
か
の
や
う
に

及
。
て
ゐ
る
。
然
し
私
は
さ
う
は
考
へ
や
ノ
、
結
論
か
ら
一
一
員
へ
ば
前
渓
武
帝
の
代
、
魯
の
共
王
が
孔
氏
宅
を
壌
ち
て
得
た
孔
位
一
古
文
論
一
品
川
以
来
三

論
の
分
立
が
行
は
れ
た
、
即
ち
換
普
一
目
す
れ
ば
三
論
は
凡
て
こ
れ
孔
時
一
一
古
文
論
詰
を
隷
信
仰
す
る
時
に
分
派
し
た
三
つ
の
異
本
で
あ
る
と
想
定
す

る
。
従
て
私
の
考
へ
る
所
に
依
る
と
孔
壁
古
文
論
語
後
掘
以
前
ハ
漠
武
帝
)
に
は
名
b
L

「
論
語
」
と
絡
す
る
一
警
は
絶
え
℃
世
に
行
は
れ
て

ゐ
た
か
っ
た
と
思
考
す
る
。
J

論
越
の
決
策
に
就
い
て
は
先
づ
右
位
に
止
め
て
長
き
、
前
に
反
っ
て
一
二
論
の
源
流
を
探
索
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
論
の
源
流
を
探
索
す
る
手
順
と
し
て
は
先
づ
三
論
の
受
授
の
以
態
に
就
い
て
明
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

初
に
郡
川
論
魯
論
の
受
授
に
就
い
℃
は
漢
試問材料引
文
志
に

淡
鰍
ハ
有
奔
魯
之
説
。
‘
俸
持
論
者
，
団
関
口
問
中
尉
玉
吉
・
少
尉
宋
踏
・
御
史
大
夫
寅
市
内
・
命
議
令
瓦
鹿
充
ん
一
で
修
東
席
生
、
唯
主
州
防
名
家
。

と
あ
・
り
、

停
魯
論
者
、
常
山
都
尉
製
荷
山

・
長
信
少
府
友
侯
勝
・
一
ぷ
均
一
挙
資
・
判
官
扶
卿
・
前
将
軍
議
笠
之
・
安
島
侯
張
市
川
、
皆
名
家
、
張
氏
没
後
而
行

於
世
。

f 
1 ・
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と
あ
る
。
叉
貌
の
何
会
の
集
解
絞
に
は
淡
の
劉
応
の
穏
と
し
て
、

持
論
詰
:
・
:
:
:
政
邪
王
卿
・
及
附
伊
東
臨
間
生
・
品
向
也
中
尉
玉
吉
・
皆
以
数
授
。

と
あ
り
、

議
論
議
:
:
:
:
太
子
太
停
友
侯
勝
・
前
将
軍
務
整
之
・
一
議
柄
本
資
及
子
玄
成
等
徳
之
。

と
あ
る
。
即
ち
右
の
漢
芯
と
集
解
紋
に
見
え
た
済
魯
二
論
の
忠
一
考
は
、
持
論
に
は
王
卿
・
府
生
・
玉
吉
・
宋
崎
・
五
鹿
充
(
一
応
・
賀
市
川
の
六
人

が
あ
り
、
魯
論
に
は
組
問
議
・
魯
扶
卿
・

4
4
賢
・
ヰ
玄
成
・
夏
侯
勝
・
郊
山
町
弘
之
・
張
市
内
の
七
人
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
時
々
済
魯
二
論
は
互
に
師
法
を
重
ん
ぜ
ら
れ
て
相
釘
立
し
て
体
授
さ
れ
て
来
た
も
の
と
忠
は
れ
る
が
魯
論
療
者
の
安
品
供
張

誌
に
歪
つ
℃
此
等
持
魯
二
諭
は
こ
こ
に
折
荻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
張
誌
の
態
統
に
就
い
て
は
集
解
殺
に
「
安
田
日
侠
張
市
川
、
本
受
持
論
。
L

と
明
記
心
、
農
の
陸
徳
間
引
の
経
典
別
枠
文
序
総
に
は
一
i

高
本
交
魚
川
論
於
友
侯
建
。
」
と
あ
り
、
張
誌
が
元
来
魯
論
撃
者
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
が
、
更
に
漠
設
出
張
高
俸
を
見
る
と
、

一
偶
先
率
五
勝
。
後
従
府
生
。
採
獲
所
安
。
最
後
向
。

'm等
賞
。
日
同
僚
銭
之
話
回
。
欲
党
論
念
張
文
。
肉
是
撃
者
多
従
張
氏
。
後
家
浅
俊
。

と
-b
ハJ

て
、
張
一
角
は
先
づ
持
論
的
常
者
の
玉
川
防
や
席
生
に
墜
ん
で
発
魯
を
余
探
し
て
ゐ
る
こ
と
が
制
り
、
又
集
解
紋
に
は

{
大
島
侯
張
高
、
本
交
魯
論
、
余
諮
湾
設
、
著
者
従
之
。
続
日
張
侯
論
、
震
世
所
賛
。

と
あ
り
、
加
梓
文
に
は

可
〈
従
席
生
王
士
口
受
部
門
論
、
撰
一
一
点
目
而
従
0

・
抗
日
張
侯
論
、
最
後
市
行
於
英
皇
。

と
一
迷
ペ
、
陪
審
経
籍
、志
に
は

張
氏
脆
議
部
門
訟
後
遂
令
部
考
之
む

と
一
議
ぺ
、
叉
梁
の
皇
促
の
義
疏
に
は

一
尚
於
ニ
論
之
中
。
欝
警
者
抄
集
。
別
議
二
部
在
。
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と
一逃
ペ
て
殆
ど
凡
℃
築
制
問
や
援
一
角
俸
の
訟
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
か
く
魯
論
製
者
の
張
市
内
、
お
部
門
魯
二
論
を
折
衷
し
て
張
侠
論
た
る
も
の
を
作
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
惰
志
に
「
除
去
持
品
川
吋
阿
川
王
知
道
二
籍
、
従
ぷ
判
官
論
二
十
策
、
震
定
。
」
と
い
っ
て
、
平
に
旗
門
魯
の
問
主
知
道
篇
を
除
い
た

V
け
で
他
は
魯
論
の
ま
与
の
張
.
侯
論
で
あ
る
か
の
や
う
に
記
し
て
あ
る
が
‘
然
し
そ
れ
は
張
侯
論
の
良
和
は
設
早
純
粋
な
る
弁
論
と
い
ふ
わ

け
に
は
行
か
な
い
0

3

然
も
此
の
張
佼
論
た
る
も
の
は
前
出
の
張
市
内
侍
や
集
解
叙
に
も
見
え
る
泌
り
、
一
…
壮
を
風
燦
し
他
の
諸
家
主
腿
倒
し
て

傘
愛
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
純
乎
た
る
A
M
W

論
持
論
は
こ
こ
に
於
℃
叫
ん
ハ
の
影
を
ひ
そ
め
、
北
(
の
跡
主
総
っ
て
了
っ
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
一
史

に
集
M
m
叙
に
よ
れ
ば
此
の
仮
侠
論
に
従
つ
℃
包
成
や
周
氏
が
お平
仰
を
作
っ
て
を
り
、

更
に
降
っ
て
後
述
の
後
漢
の
郷
玄
が
之
を
川
沿
と
折
災

す
る
と
い
ム
経
過
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
J
m
A

行
主
見
た
張
侯
論
も
'
既
に
現
存
せ
十
、
洛
阪
に
存
す
る
後
浅
の
喜
…
千
行
粧
の
拓
本
や
、
波
紋

の
砕
石
に
依
っ
て
見
ゆ
る
論
訴
の
ご
怖
が
或
は
張
供
論
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
一一一一
口
は
れ
て
を
る
が
、
裂
す
る
に
持
論
祢
論
の
二
諭

に
就
い
て
は
.
一
般
に
「
技
佼
勢
論
」
と
い
ム
名
主
向
く
も
の
の
、
張
兎
に
至
っ
て
舛
魯
夫
々
の
純
粋
性
を
史
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
ち
論
…
品
川
の
交
授
に
就
い
て
は
儲
氷
解
絞
に

ル女
畠
侠
政
市川
、
本
受
品
世
論
、
粂
殉
説
、

普
従
之
。
抗
日
以
絞
論
.
得
世
所
賞
。

包
氏
周
氏
本
何
出
刃
。
ト
口
論
、
惟
博
士
孔
安
関
潟
之
訓
例
。

而
世
一
小
体
。
五
附
ms常
時
，
市
郡
太
守
応
機
、
亦
お
之
訓
説
ぜ

淡
本
大
可
州
民
鄭
玄
一五
，R

と
あ
っ
て
、
古
論
を
停
へ
た
者
は
孔
安
阪
で
あ
り
、
次
が
お
リ俄で
あ
る
べ
き
併
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
従
米
兵
役
が
ゐ
る
。
即
ち
右
の
集
併

殺
を
、必
じ
℃
見
る
と
、
波
佼
諭
か
ら
市
論
及
鄭
一
託
総
…
訟
の
説
明
に
及
ん
で
ゐ
る
そ
の
記
述
の
順
序
が
明
瞭
で
な
い
所
に
問
題
が
生
じ
た
の
で

b
る
。
そ
の
共
伐
と
い
ふ
の
は
「
古
論
、
惟
¢
サ
い
「
小
体
ー一
で

一
日
一
文
を
切
ハJ
て
、
之
を

「ん文
M
M
役
一去
ん
こ
の
前
に
山
内
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

潟
触
は
張
侯
論
の
訓
訟
を
作
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
況
で
あ
る
。
一
般
内
定
似
の
議
疏
叙
に
は

一
五
銭
順
帝
時
、
有
南
部
太
守
扶
風
鳥
融
字
ι

学
長
、
銭
安
中
大
司
法
北
海
鄭
玄
人
千
康
成
、
又
就
魚
M

論
策
本
、
考
舛
粉
、
・
「
代
お
之
注
解
。

と
b
り
，
同
じ
く
義
疏
の
集
解
叙
疏
に
は
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漢
有
馬
氏
。
亦
注
張
高
魯
論
也
。

と
あ
っ
て
、
馬
一
般
は
鄭
玄
と
同
じ
く
持
古
を
参
酌
し
て
張
松
山
論
の
注
仰
併
を
作
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
を
る
。
叉
同
様
広
前
芯
に
は

張
氏
脆
諮
持
説
、
後
途
令
部
考
注
。
:
:
;
:
周
氏
包
氏
稔
之
章
句
、
鳥
織
又
潟
之
訓
。

と
あ
っ
て
、
明
に
民
一
織
は
張
侯
論
の
訓
訟
を
作
っ
た
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
放
に
右
の
二
大
文
献
の
設
を
受
け
て
、
後
世
に
五
る
も
お
融
の

部
訟
は
古
論
に
わ
ら
や
し
て
魯
論
乃
主
張
伎
一
部
に
就
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
設
が
行
は
れ
て
来
た
ら
し
く
、
我
が
閣
に
於
て
も
紀
体
博

士
の
江
家
で
は
一
、
こ
れ
は
集
解
絞
が
繍
枕
し
℃
ゐ
る
の
で
あ
る
と
し
て
今
の
設
を
と
り
、
協
枕
せ
や
と
し
て
馬
融
古
論
民
解
説
た
と
つ
℃
ゐ

る
所
の
明
絞
博
士
の
清
家
と
劉
立
し
℃
ゐ
る
。

然
る
に
陵
氏
の
経
此
(
川
伸
文
殺
で
は

古
論
語
者
:
:
:
:
・
孔
安
閣
待
体
、
後
漢
馬
融
亦
注
之
。

と
い
っ
℃
馬
織
は
古
論
に
注
し
た
の
で
あ
る
、
と
あ
争
、
集
解
の
部
品
内
疏
で
は

自
此
安
関
之
後
五
後
漢
阪
帝
時
、
有
南
部
太
守
馬
磁
、
亦
待
古
文
論
詰
訓
設
。

と
い
づ
℃
、
お
…
械
は
古
論
の
初
訟
を
作
っ
た
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
右
の
お
一
織
の
訓
設
す
る
所
の
も
の
は
張
佼
論
で
あ
る
と
い
ふ
設
と

ぢ
論
で
あ
る
と
い
ふ
訟
の
是
非
は
い
か
ど
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
は
大
路
次
の
認
知
'
に
よ
っ
て
、
馬
融
が
ち
論
の
訓
訟
を
作
っ
た
と
い
ム
降
徳
明
や
那
誌
の
設
の
正
し
い
事
が
判
る
3

小
何
一
長
は
「
孔
安
関
潟
之
烈
解
、
部
位
不
停
」
と
は
い
っ
て
ゐ
る
が
、
集
解
中
に
孔
安
閣
の
注
が
多
々
詑
殺
さ
れ
℃
ゐ
る
の
を
見
る
と
.
此

の
(
J

不
停
」
と
い
ふ
の
は
整
官
に
立
て
て
議
授
し
な
い
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
刑
判
解
が
俸
は
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
く
、

部
解
は
体
流
さ
れ
て
ゐ
て
認
識
が
之
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
怠
は
れ
る
v

)

と。

∞
議
織
の
経
堅
は
全
般
的
に
古
文
撃
で
あ
る
こ
と
a

ゆ
論
誇
落
部
議
、
子
自
恋
愛
期
間
仁
掌
の
「
正
堆
い
の
項
に
棒
文
ハ
一
管
義
)
に
は
「
魯
議
荘
一
一
第
一
誠
、
今
従
古
L

と
あ
る
に
拘
ら
守
、
馬
融
一
任
に
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は
「
五
如
所
一
一
一
同
」
と
あ
っ
て
魯
護
主
用
び
ー
チ
，
古
論
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

尚
子
挙
第
、
子
日
出
知
事
公
卿
掌
の
「
不
第
一
治
国
」
の
項
に
つ
い
て
は
激
怒
本
郷
注
残
各
に
は
「
魚
比
一
波
留
震
焼
、
今
従
古
ー
一
と
あ
る
に
拘
ら

や
ノ
馬
融
一
任
に
は
「
凶
乱
也
」
と
あ
づ
℃
魯
演
を
用
ひ
宇
古
論
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

ω問
腕
貨
第
、
子
日
古
者
民
有
三
疾
章
の
一
i

廉
」
の
項
に
緯
文
に
は
「
魯
議
議
銭
皮
、
今
従
古
l

一
と
あ
る
に
拘
ら
守
、
馬
融
注
に
は
「
有
廉
隅
」

と
あ
っ
て
魯
淡
を
別
ひ
や
古
論
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

川
倒
防
貨
筋
，
子
貢
日
君
子
亦
有
惑
乎
章
の
「
而
笈
」
の
項
に
懇
文
に
は
「
魯
談
内
一軍
第
室
、
今
従
古
」
と
あ
る
に
拘
弘
十
、
馬
一
滞
在
に
は
「
守
一

祭
器
也
」
と
あ
っ
て
、
長
魯
設
を
用
び
宇
古
論
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

∞
発
問
筋
末
の
孔
子
日
不
知
命
無
以
矯
君
子
也
翠
の
項
に
経
文
に
は
「
努
論
無
此
章
、
今
従
古
!
一
と
あ
る
に
拘
ら
や
、
此
の
章
に
潟
融
一
任
が

存
校
し
℃
ゐ
て
、
古
論
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
総
僚
に
協
り
、
馬
触
が
古
論
を
受
け
て
、
こ
れ
の
訓
訟
を
作
っ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
義
流
や
惰
芯
の
馬
融
が
提
供

論
を
受
け
た
と
い
ふ
訟
は
談
り
で

b
っ
て
、
脚
神
文
や
邪
疏
の
古
稀
を
受
け
た
と
い
ふ
設
が
正
し
い
一
事
は
明
白
で
あ
る
。

ー

か
く
て
孔
権
一
古
論
の
一
党
授
は
、
孔
安
閣
を
経
℃
お
織
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
是
に
後
漢
の
創
玄
が
山
内
て
勝
パ
魯
二
論
の
折
変
で
あ
る
所
の
張
侠
論
と
古
論
と
を
折
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
古
論
は
、
馬
融
と
の

年
代
の
関
係
上
常
然
馬
掛
か
ら
受
け
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

郷
玄
の
い
が
併
に
関
し
て
は
集
解
叙
に

漢
末
、
大
可
農
鄭
玄
就
魯
論
篇
章
、

考
湾
台
、

以
第
一
必
。

と
あ
り
、
皇
侃
の
集
解
叙
疏
に
は

郷
康
成
刀
〈
就
魯
論
篇
章
、

亦
注
於
張
論
也
。

及
考
校
総
パ
古
二
論
、

と
b
ハ/て、

そ
の
本
と
な
っ
た
魯
論
は
張
侯
論
b
L
指
す
と
い
ひ
、

務
文
に
は
、
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伽
府
支
就
魯
論
、
張
包
照
之
第
卒
、
考
之
瀦
ハ
古
、
得
之
訟
。

と
あ
り
、
ハ
包
氏
周
氏
の
一
本
匂
は
張
侯
論
を
本
と
す
)
叉
限
芯
に
も
同
じ
く
張
侯
論
を
本
と
し
て
済
古
二
山
内
側
を
参
考
し
て
一
況
を
作
っ
た
と
あ

る
。
制
御
玄
以
前
の
所
潟
魯
論
せ
は
張
侯
論
の
み
が
駆
倒
的
に
盛
行
さ
れ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
、
前
一
一
一
目
し
た
通
り
で

b
る
か
ら
、
鄭
玄

が
本
と
鵠
一
し
た
魯
論
と
い
ふ
も
の
は
大
鐙
張
侯
論
で
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
。
果
し
て
き
う
な
ら
ば
鄭
玄
の
受
け
て
本
と
な
し
た
魯
論
と
椀
ず

る
も
の
は
、
漢
の
魯
論
で
は
な
い
。
そ
れ
は
張
侯
論
、
乃
ち
で
は
一
一
段
市
山
の
手
を
経
た
舛
魯
折
哀
の
論
語
で
あ
る
。
従
っ
て
郷
玄
は
奔
魯
折
衷

の
張
侠
論
を
更
に
重
ね
て
持
古
を
以
下
折
衷
む
た
事
に
な
る
。
そ
し
て
務
文
に
も
「
鄭
以
斧
古
五
議
凡
五
十
一
印
さ
と
い
っ
℃
ゐ
℃
、
右
の
設

に
捧
滞
ず
る
所
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
北
ハ
の
中
雑
文
に
は
正
設
の
笈
例
と
し
℃
二
十
三
家
し
か
見
え
歩
、
激
燥
本
郷
注
論
語
浅
容
に
殻
見
さ

れ
た
陸
氏
夫
裁
の
一
一
一
一
惑
を
令
す
る
と
二
十
六
一
挙
で
あ
る
。
然
し
此
等
の
五
一
一
誠
一
事
項
は
凡
て
「
今
従
古
ー
一
と
の
み
迷
ぺ
℃
斉
論
に
従
っ
た
も
の

が
一
ケ
依
も
無
い
の
は
は
艇
は
し
い
こ
と
で
あ
る
。

か
く
綴
じ
来
る
と
、
島
問
釣
一
先
生
が

援
や
る
に
何
限
安
楽
解
に
始
℃
鄭
玄
の
部
パ
吉
考
正
を
詑
し
℃
よ
り
経
奥
様
文
及
階
害
総
籍
志
は
之
を
承
け
て
鄭
玄
が
舜
古
考
正
の
事
を
詑
す

れ
ど
も
賞
際
は
古
論
を
以
て
考
校
し
た
る
に
止
り
、
持
論
は
額
係
な
い
。
集
解
叙
の
済
古
に
考
ふ
と
い
ふ
は
何
長
の
失
致
で
、
大
に
後
人

語
訳
っ
た
と
一
一
読
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
紋
那
略
研
一
肌
)

と
一
首
は
れ
た
の
は
従
ふ
べ
き
で
あ
る
と
忠
ふ
。

右
の
次
第
に
℃
、
鄭
玄
が
五
一
試
の
参
考
に
供
し
た
も
の
は
古
論
の
み
で
あ
っ
℃
、
持
論
は
議
日
一
J

践
に
張
市
内
の
手
に
掛
つ
℃
張
侯
論
中
に
折

哀
さ
れ
℃
了
び
、
鄭
玄
の
注
解
に
は
全
然
関
係
が
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

然
ら
ば
鄭
玄
の
受
け
た
古
論
は
如
何
た
る
も
り
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
激
怒
本
郷
注
論
語
残
容
の
泰
佑
‘
子
卒
、
怒
薬
の
各
篇
題
の
下
に
、

「
孔
氏
本
鄭
氏
設
」
と
あ
る
の
を
考
へ
る
と
，
鄭
玄
が
参
考
し
た
古
論
は
孔
氏
古
文
論
語
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

b
る。

mw

を
考
べ
る
と
、
之
を
向
日
品
協
議
読
に
「
古
議
第
次
、
以
鶏
議
銭
策
一
一
錦
、
薙
也
銘
第
一
一
一
，
L

と
あ
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ゐ
に
腐
し
て
郷
数
本
は
集
解
叙
に
寸
郷
玄
就
魯
論
策
章
、
考
斎
古
、
以
震
設
」
と
逮
ぺ
で
る
る
撞
n
y
h

魯
論
の
篤
章
に
就
い
で
考
校
さ
れ
て
ゐ
る
と
ξ

も

分
明
に
な
る
。

か
く
て
鄭
玄
は
張
侯
論
と
孔
氏
古
論
と
を
折
衷
し
、
是
に
秀
容
古
の
一
ニ
論
の
麗
別
は
殆
ど
喪
失
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
辛
う
じ
て

前
向
の
緯
文
と
激
怒
本
郷
注
残
各
に
見
ら
れ
る
合
計
二
十
六
ケ
僚
の
正
議
事
項
に
依
つ
て
の
み
孔
氏
古
文
論
一
誌
の
片
鱗
を
う
か
ピ
ひ
得
る
に

過
ぎ
な
い
。
然
し
て
此
の
鄭
注
論
一請
す
ら
今
で
は
共
の
全
貌
を
知
る
よ
し
な
く
、
現
在
で
は
単
に
玉
函
山
房
韓
侠
笠
間
が
あ
っ
て
そ
れ
と
思
し

き
断
片
を
見
得
る
の
み
で
あ
る
。
と
も
か
く
此
の
鯨
一
点
論
一品
川
に
至
っ
て
三
論
は
悉
く
折
亥
さ
れ
て
了
ひ
、
三
論
の
釣
立
は
な
く
な
っ
て
了
つ

た
の
で
あ
る
。

以
上
三
論
の
受
授
折
衷
の
概
況
を
迷
ぺ
た
の
は
、

以
下
三
論
の
波
流
を
考
察
す
る
た
め
の
手
顕
で
あ
る
。
換
一
マ
一
閃
す
れ
ば
一
二
論
の
加
が
岐
に

喪
失
さ
れ
て
ゐ
る
今
日
に
於
て
三
論
の
源
流
を
日
訊
ね
る
に
は
一
線
何
を
手
掛
り
と
し
て
川
殻
ず
べ
き
で
あ
る
か
、

と
い
ふ
そ
の
阿
波
駄
を
見

付
け
る
た
め
の
橡
倣
工
作
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
川
護
勲
、
手
掛
り
と
は
何
か
、
即
ち
そ
れ
は
張
佼
論
と
孔
氏
古
論
と
を
折
一決
し
た
所
の
鄭

注
総
稀
で
あ
る
。
然
る
に
か
く
資
重
た
る
郷
注
論
話
は
現
存
せ
守
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
全
然
不
可
能
事
で
あ
る
。
唯
先
づ
激
烈
山
内
土

の
郷
注
論
語
残
各
と
鰐
文
中
に
引
か
れ
た
郷
設
に
よ
っ
℃
.
そ
の
臨
断
片
を
知
る
よ
り
外
の
術
は
な
い
。
此
紘
一
寸
の
文
献
よ
り
鄭
一
任
論
誌
の
内
容

を
推
定
し
、
市
し
て
そ
の
郵
設
論
説
川
よ
り
、
そ
の
中
に
折
衷
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
張
佼
論
と
孔
氏
古
論
の
検
討
を
進
む
れ
ば
‘
三
論
の
源
流
の

探
索
に
や
阿
っ
て
何
等
か
の
得
る
所
が
あ
る
と
思
ム
。

先
づ
陸
氏
の
経
山
内
燦
文
に
就
い
て
見
る
と
音
畿
の
中
に

似
州
以
郡
川
古
正
競
凡
五
十
一
事
。

と
あ
る
。
似
し
、
こ
こ
に
「
以
済
」
と
あ
る
は
何
委
の
失
致
に
よ
る
絞
り
で
あ
っ
て
、

笈
際
は
張
侯
論
を
ば
古
論
の
み
を
以
て
正
殺
し
た
の

で
あ
る
乙
と
は
前
官
し
た
極
り
で
あ
る
口
叉
鄭
玄
が
参
考
に
供
し
た
吉
論
は
孔
氏
註
の
古
論
で
あ
っ
た
こ
と
も
前
言
の
通
り
で
あ
る
。
然
し
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一
部
質
上
に
於
て
は
、
，
緯
文
所
載
の
正
譲
二
十
一
ニ
ケ
僚
、
激
熊
本
残
各
所
見
の
正
毅
一
ニ
ケ
僚
、
計
一

山
製
部
籍
、

い
や
別
ち
方
一
の
凱
く
で
あ
る
。

体
不
叩
省
、
h

判
官
務
停
設
専
、
今
旋
古
、

ω公
治
長
務
、
可
使
治
共
賦
也
、
梁
武
一
去
、
魯
競
作
停
、
鄭
一
汽

京
紙
、
問
〈
ん
鄭
従
古
改
引
…
H

也。

(3) 
叉

経
子
、
魯
談
山
住
翁
潟
、
今
従
古
、

川
河
迷
市
籍
、
持
未
m
皆
無
添
務
、
引
併
設
絡
潟
悔
、

今
従
古
、

、印又、

川

w又、
∞叉、
倒
子
準
第
、

川四又、

(
M
W
)

叉、

(
日
)
郷
黛
籍
、

(ロ~又、

(
β
)
叉、

{M)叉、

戸日)叉、
五
十
以
接
易
、
品
川
H

，
説
易
矯
亦
，
今
従
古
、

五
唯
弟
子
、
魯
談
正
鵠
成
.
今
従
官
、

君
子
却
一
蕩
々
、

魯
議
却
一
蕩
翁
均
湯
、
.
今
従
古
、

問
先
衣
裳
者
、
鄭
本
作
弁
去
、
魯
議
弁
低
級
、

今
従
古
、

(
郷
蒸
筋
肉
)

治
之
裁
治
之
哉
、
魯
川
市
之
哉
不
重
、

今
従
十
日
市
泊
予

不
鏡
下沼
如、関
授
、イ?の

税

関
怨
魁

今
従
古
、

魯
譲
下
銭
趨
、

今
従
十
日
、

え
泳
三

nydhμ 

点
判
官
談
瓜
潟
必
、

今
従
布
、

郷
入
郷
、

魯
訣
震
獄
、

K
7叶
川
ル
凡

μ
i
j

、

J
;
-

震
賜
生
、
必
者
之
、
魯
誤
生
銭
牲
、

今
従
古
、

卒
中
不
内
藤
、

魯
譲
寧
中
内
藤
、

今
従
古
、

(
尚
一
一
先
進
一
議
、
約
答
京
、
魯
譲
釣
智
仁
、
今
終
吉
、

一
一
持
部
錦
、
鍬
対
本
作
欝
1

0

鑓
議
案
一
感
、
魯
譲
銭
穏
麗
、
今
従
吉
、

十
六
ケ
依
の
み
し
か
知
る
こ
と
が
出
来
な
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(
ほ
山
V

顔
潟
籍
、

好雲
行可
IJ、以
翠;折
、獄

魯者
fJ芝、
議魯
潟言葉、
選折
、~.

今苦言j
従
古今
従
古

(
沙
)
街
議
公
第
、

(
お
)
季
氏
籍
、
一
一
一
口
未
及
之
市
一
ず
一
回
諮
之
燥
、

魯
議
操
議
倣
、

今
総
古
、

(
辺
)
揚
貨
籍
、

路
孔
子
威
、

第
本
作
鏡
、

(辺)叉、

古
之
衿
也
段
、
ゐ
主
税
燦
第
夜
、

魯
一
視
鏡
怨
路
、

今
従
古
、

今
従
吉
、

(
匁
)
叉
、
天
何
一
一
一
口
改
冶

魯
議
天
矯
夫
、

今
従
古
、

(M)叉
、
惑
果
敢
而
筆
者
、

魯
談
窓
一
局
室
、

今
従
吉
、

(
幻
)
微
子
第
、

己
同
己
市
今
之
従
政
者
殆
雨
、

魚
同
議
開
却
期
己
尖
今
之
従
政
者
殆
、

今
従
古
、

(
お
)
発
日
籍
、

孔
子
日
不
知
命
保
…
以
矯
君
子
也
、

魯
論
無
此
章
、

今
従
古
、

以
上
の
二
十
六
ケ
僚
で

b
つ
℃
、

ωは
懇
文
に
も
激
燈
本
残
各
中
に
も
雨
存
し
、

ゆ
(
均
)
は
激
熔
本
浅
倉
中
に
の
み
見
え
℃
ゐ
る
。
叉
川
切

は
郷
集
第
に
も
向
じ
一
事
が
い
へ
る
の
で
或
は
全
部
で
二
十
七
ケ
依
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

と
に
か
く
右
の
諸
伎
に
操
り
、

五
日
入
は
張
侯
論
と
孔

氏
ち
論
の
二
怖
を
税
ふ
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

然
ら
ば
此
等
張
侯
論
、
孔
氏
古
論
の
二
論
は
、

内
品
然
同
じ
く
論
誌
の
一
警
に
本
づ
き

乍
ら
、
如
何
に
し
て
か
L

る
柏
田
北
(
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
か
、

は
一
一
一
論
の
源
流
の
探
索
で
な
く
て
は
た
ら
な
い
。

張
侯
論
と
孔
氏
古
論
、

そ
の
相
異
の
由
来
を
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
、

延
い
て

/ 

き
て
、
論
述
上
今
一
づ
吟
味
を
裂
す
る
一
事
柄
は
孔
氏
古
文
論
語
の
呉
儀
に
隠
す
る
問
題
で
あ
る
。
孔
安
閣
は
前
渓
古
文
墜
の
大
仰
で
、
マ
ゼ

論
誌
の
訟
俸
が
あ
る
と
総
せ
ら
れ
て
み
る
。
然
し
共
の
中
山
内
芸
、
孝
経
の
停
が
後
人
の
仮
託
で
あ
る
こ
と
は
現
今

の
著
に
は
命
者
、

孝
絞
、

で
は
定
論
と
な
っ
て
ゐ
る
ゃ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
叉
、

此
の
論
一
訟
の
体
注
に
綴
し
℃
一
初
て
疑
を
提
出
し
た
の
は
清
の
劉
峯
扶
の
論
語
紙
校
の

「
撤
琳
パ
升
堂
」
ハ
郷
窯
篇
ゾ
の
僚
に
於
て
で
あ
り
、

次
に
は
同
じ
く
際
媛
の
論
語
古
訓
で

b
り、

共
の
後
洗
議
の
論
語
孔
注
務
保
、

了
u
安
の
論

務
孔
注
詮
傑
が
出
て
、
経
ん
パ
そ
の
疑
b
L
深
く
し
た
。
就
中
沈
議
は
論
語
孔
一
担
税
僚
の
自
序
に
於
て
、
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'於
古
文
論
部
川
、
役
一五
、
論
説
川
古
二
十
一
線
、
山
川
孔
子
俳
一一
中
前
子
一阪
市
己
.
か
一
不
一五
有
孔
氏
設
治
子
情
川
、
必
孔
安
関
米
判
中
川
作
俗
、
応
沿
一
也
。

何
氏
集
解
序
一
去
、
'
古
論
惟
博
士
孔
安
閑
潟
之
訓
仰
郎
、

)印
枇
不
伴
、
統
一辺
枇
不
体
ム
火
、

一や
叔
所
集
，
叉
従
何
得
。
北
ハ
校
二
出
。
司
馬
法
籾
従

安
関
問
、
故
{
札
不
背
共
師
説
、
今
考
之
孔
子
世
家
弟
子
列
伴
、
皆
輿
孔
一
民
不
合
、
北
ハ
校
三
也
、
郷
康
成
就
魯
論
総
本
、
考
持
古
潟
之
一
日
、

以
殉
・
百
一
関
正
凡
五
十
一
帯
、
今
際
文
所
引
鄭
夜
之
従
古
者
、
孔
注
等
間
努
論
、
安
閣
阪
注
古
論
字
、
支
持
不
従
古
、
北
ハ
設
問
也
。
許
叔
重
御

門
ナ
序
一
去
、
係
論
一持
古
文
、
今
設
文
所
引
論
語
之
字
川
待
問
穴
孔
注
不
問
、
共
設
五
也
。

と
五
ケ
練
中
ピ
ぬ
げ
て
、
そ
の
傷
害
た
る
こ
と
を
漣
ペ
、
そ
の
傑
作
者
は
何
会
で
あ
る
と
迄
一一一回
っ
て
ゐ
る
。
叉
同
級
に
丁
目
安
は
そ
の
俄
作
活
を

…土
粛
な
り
と
一
一出回
っ
て
ゐ
る
。
か
く
俄
作
者
を
何
長
と
か
正
融
と
か
に
論
定
す
ふ
こ
と
は
穏
訟
を
欲
き
極
め
て
総
訟
に
過
ぎ
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る

し、

U
〈
清
の
愈
憾
の
如
く
未
だ
孔
注
の
同
県
俄
の

mpは
定
め
難
い
と
論
獄
中
乞
拡
へ
る
考
も
あ
る
が
、
大
勢
は
仰
と
い
っ
て
も
孔
氏
注
を
傑
作
た

り
と
す
る
訟
に
有
利
で
あ
る
と
思
ふ
。

来
し
て
此
の
論
語
の
孔
注
傑
作
設
が
-
正
し
い
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
孔
氏
古
文
論
一議
と
孔
佼
古
文
論
訟
と
を
全
然
別
仰
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
同
明
の
班
で
あ
る
。
即
ち
孔
氏
古
論
は
係
古
文
で
あ
り
、
孔
時
一
古
論
は
反
古
文
引
い
ご
の
っ
て
、
互
に
別
の
物
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
P

然

し
乍
ら
、
か
く
孔
氏
古
諭
は
府
民
.
古
文
で
な
く
て
俄
古
文
で
あ
り
、
偶
作
の
も
の
と
稲
せ
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
が
、
よ
く
考
察
す
る
と
、
此
の

孔
氏
古
論
と
夜
侯
論
と
は
か
な
り
は
献
の
近
い
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
と
考
へ
る
。
と
一
一一
一
ロ
ム
の
は
、
前
一
一
百
の
鄭
玄
の
正
誠
二
十
六
ケ
僚
の
中

に
存
す
る
、
張
侯
論
と
孔
氏
古
論
と
の
文
字
の
相
異
を
視
る
と
、
モ
の
間
に
友
松
甚
し
い
分
離
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
此
の
二
論
の
分
岐
駄

が
、
換
一
一
目
す
れ
ば
此
の
二
論
の
原
典
な
る
も
の
が
、
年
代
的
に
案
外
近
い
所
に
存
在
し
た
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

.
例
へ
ば
如
上
の
正
競
二
十
六
ケ
保
の
中
で
も
、
張
侠
論
と
孔
氏
古
論
と
が
写
に
字
形
の
類
似
か
ら
議
方
を
問
地
(に
し
た
と
忍
は
れ
る
黙
や
、

学
一
音
。
類
似
か
ら
五
に
仮
借
の
字
を
用
引
け
て
文
字
を
異
に
し
た
と
思
は
れ
る
黙
が
、
が
な
り
多
く
見
え
る
。
質
例
を
と
っ
℃
見
れ
ば
、
張
佼

論
が
「
住
建
仲
良
L

ニK
W
)
と
議
み
、
孔
氏
古
論
が
「
佑
蓄
京
と
議
ん
だ
の
も
、
叉
張
侯
論
が
「
夫
何
一
一
一
一
同
哉
」
(
沼
)と
読
み
も
孔
氏
古
論
が
「
天
何

一
一
日
哉
」
と
読
ん
だ
の
も
、
同
一
原
典
の
認
定
の
際
に
都
は
し
た
字
形
の
類
似
に
よ
る
相
異
で
あ
り
、
張
侯
論
が
「
車
中
内
顧
」
(
お
)
と
い
ひ
、
孔
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氏
古
論
が
「
壌
中
不
向
一
瀬
」
と
い
っ
て
内
容
を
全
然
反
お
に
し
て
誤
診
上
の
問
題
を
起
し
た
の
む
豆
つ
て
は
、
モ
の
原
因
は
翠
な
る
認
定
の

際
の
段
字
に
よ
る
誤
り
と
考
へ
ざ
る
を
得
た
い
プ
叉
張
侯
論
が
「
可
使
治
主
ハ
俸
塩
」
②
と
い
び
、
孔
氏
古
論
が
「
可
使
治
主
ハ
賦
・
也
」
と
議
ん

だ
m
M

や
、
張
侯
論
が
「
五
十
以
勝
ナ
亦
」
ゆ
と
い
び
、
孔
氏
古
論
が
「
五
十
以
忠
一
'
易
」
と
読
ん
だ
の
や
、
張
侯
識
が
「
君
子
却
一
湯
湯
」

ωと
読

み
、
孔
氏
古
論
が
「
君
子
抑
制
。
蕩
蕩
1

一
と
一
読
ん
だ
の
や
、
張
侯
論
が
「
君
賜
牲
必
高
之
」
(
川
内
)
と
読
み
、
孔
氏
古
論
が
「
京
賜
生
必
高
之
」
と
読
ん

だ
り
は
、
結
果
と
し
て
意
味
上
の
和
異
を
来
し
て
も
、
主
ハ
の
本
に
遜
れ
ば
単
に
原
典
第
定
の
際
に
生
じ
た
字
-
一
出
向
の
類
似
に
よ
る
仮
僚
の
字
を

用
ひ
た
L

め
の
相
異
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
税
察
す
る
持
、
此
佐
一
寸
張
侯
論
と
儀
作
た
る
孔
氏
古
命
と
は
、
そ
の
共
通
の
原
典
主
挟
ん
で
か
な
り

務
接
な
関
側
係
を
有
し
て
ゐ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
そ
の
雨
論
の
北
ハ
述
原
典
こ
そ
、
奔
魯
右
論
の
分
立
を
出
し
た
る
本
践
で
な
く
℃

は
な
ら
な
い
。

張
侯
給
と
傑
作
で
あ
る
所
の
孔
氏
古
論
と
の
共
通
原
典
を
探
究
す
る
第
一
歩
と

L
て
、
有
史
上
最
古
の
三
論
事
者
、
即
ち
漢
書
裳
文
志
と

集
解
叙
に
見
え
た
る
三
論
の
附
筆
者
の
年
代
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
づ
古
論
の
撃
者
に
就
い
て
は
、

孔
安
関
(
集
対
)
は
史
認
世
家
に
よ
れ
ば
武
帝
の
代
で
あ
り
、
応
機
ハ
集
解
〉
は
後
漢
瀬
帝
の
代
で
あ
る
。

次
に
持
論
の
感
4
4
に
就
い
て
は
、

五
卿
ハ
集
解
〉
は
邪
誌
の
疏
に
「
天
漢
一
光
年
、
出
済
南
太
ん
木
嫁
御
史
大
夫
;
一
と
あ
り
、
天
漢
と
は
武
帝
代
の
年
続
で
主
卿
は
武
帝
代
の
人
で

あ
る
。席生
(
漠
芯
・
集
仰
mu
は
漠
党
問
川
氏
市
内
停
に
一
一
均
先
率
五
段
、
後
主
席
生
」
と
あ
り
張
誌
は
そ
の
停
に
よ
っ
て
元
帝
成
帝
の
代
の
人
な
る
故
、

府
生
は
笠
帝
か
元
帝
の
代
の
人
で
あ
ら
う
。
波
書
館
林
傍
(
一
孔
安
溺
ゾ
に
よ
れ
ば
古
文
向
筈
が
孔
安
閑
か
ら
そ
の
弟
子
部
尉
靭
を
経
て
、
こ
の

踏
ん
比
に
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
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安
路
沿
諌
大
犬
、
授
都
財
樹
、

都
府
税
投
勝
点
-W生
(
附
株
)

孔
氏
有
古
文
命
議
、
孔
一
安
鴎
以
今
文
殻
之
、
間
以
怒
英
家
、

一
士
一
吉
ハ
漢
芯
・
集
解
)
は
漢
勢
玉
吉
俸
に
よ
れ
ば
丘
ん
す
一
平
常
の
代
の
人
で
あ
る
ョ

来
約
ハ
漢
志
)
は
漢
惑
誠
堅
之
俸
に
日
比
ゆ
る
所
に
競
れ
ば
宣
帝
代
の
入
で
あ
り
、
山
政
仰
古
の
訟
に
械
部
れ
ば
ん
一
弘
前
紀
の
だ
一
事
断
と
あ
る
は
即

ち
こ
の
宋
崎
の
こ
と
で
あ
る
。

五
鹿
充
朱
ハ
淡
宝
仙
)
は
渓
護
保
林
体
(
一
扱
斤
一
矢
)
に
兄
ゆ
る
一
所
に
譲
れ
ば
人
允
ん
一
川
は
梁
丘
究
よ
り
易
乞
受
け
℃
を
り
、
二
の
梁
丘
交
は
~
一
三
官
代

の
人
で
あ
る
か
ら
、
充
山
一
不
は
設
然
宣
帝
以
後
の
人
で
あ
る
。

業
高
ハ
渓
志
)
は
渓
警
寅
市
内
俸
に
「
一
五
帝
一
初
即
位
、
徴
民
潟
諌
大
夫
j

っ
と
あ
る
に
嫁
れ
ば
一
克
帝
代
の
人
で
あ
る
ψ

次
弘
魯
論
の
撃
者
の
年
代
に
就
い
℃
は
、

奨
縫
ハ
漢
忠
〉
は
年
代
不
明
で
あ
る
。

魯
扶
卿
(
潔
志
・
集
解
)
は
体
認
不
詳
な
れ
ど
、
王
充
論
街
正
設
第
に
「
一
初
孔
子
孫
孔
安
断
、
'
以
数
品
川
吋
人
投
卿
、
官
五
十
刑
州
刺
史
、
始
日

必
論
語
、
」
と

b
る
「
魯
人
扶
卿
!
一
、
が
そ
の
人
で
あ
る
と
見
倣
せ
ば
武
帝
代
の
人
で
あ
る
。

掌
賢
〈
漢
志
・
集
解
)
は
渓
帯
宮
本
緊
俸
に
譲
れ
ば
後
せ
ら
れ
て
明
帝
に
詩
を
授
け
、
叉
地
節
三
年
(
宣
帝
代
の
年
続
)
に
骸
骨
を
乞
ふ
て

ゐ
る
か
ら
、
昭
帝
宣
帝
の
代
の
人
で
あ
る
。

京
玄
成
ハ
集
解
)
は
前
の
ふ
斗
賢
の
印
刷
刀
で
争
り
、
一
疋
帝
の
代
の
人
で
あ
る
。
瓦
侯
勝
(
漠
志
・
集
解
)
は
漠
舟
一
一
同
一
瓦
佼
勝
停
に
縁
れ
ば
、
山
内

帝
の
時
徴
せ
ら
れ
て
、
求
后
に
備
蓄
を
授
け
た
と
あ
る
か
ら
宣
帝
の
代
の
人
で
あ
る
。

務
的
叩
一
之
(
渓
芯
・
集
解
〉
は
漢
帯
一
一
属
議
忠
之
停
に
擦
れ
ば
瓦
扶
取
に
従
つ
℃
論
語
総
肢
を
問
う
た
と
あ
り
、
一
冗
帝
代
に
弘
恭
、
石
慰
等
の
(
汗

す
る
所
と
な
っ
て
自
殺
し
て
e

ゐ
る
か
ら
守
一
帝
一
元
帝
の
代
の
人
で
あ
る
。

張
一
尚
(
漠
志
・
集
解
)
は
漢
警
張
一
雨
俸
に
崎
撚
れ
ば
一
克
帝
、
成
ま
常
、
哀
帝
の
代
の
入
で
る
る
。
。
口
火
帝
建
千
二
年
に
菟
L

ヂ
)

お
の
ち
論
議
者
二
人
、
済
論
挙
者
六
人
、
魯
論
準
者
七
人
を
通
観
す
る
と
繋
奮
り
み
が
年
代
が
司
令
一
然
不
明
で
、
孔
安
題
、
玉
郷
、
a
v

少
々
凝
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は
し
い
が
魯
按
郷
の
一
一
一
人
が
武
帝
代
の
人
で
あ
り
，
他
は
悉
く
昭
帝
以
後
の
人
で
あ
る
9

即
ち
凡
て
孔
獄
中
一
奨
古
文
論
詩
の
愛
扱
以
後
の
人
々

ば
か
り
で
あ
る
G

殊
に
魯
論
塾
者
の
魯
扶
射
が
孔
安
滋
か
ら
論
語
を
受
け
た
疑
が
あ
っ
た
り
、
(
論
係
正
設
第
ν
済
論
感
者
の
滞
生
が
や
は

り
孔
安
関
か
ら
都
尉
朝
を
経
て
古
文
偽
時
一
一
向
、
を
受
け
て
ゐ
た
ち
(
儒
林
停
孔
安
菌
、
)
し
℃
ゐ
る
の
を
考
へ
る
と
、
此
等
三
論
の
撃
者
の
八
刀
立

は
一
孔
笠
奨
古
文
論
誌
の
後
掘
v
h

由
来
し
℃
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
仰
が
起
き
る
。

此
の
疑
問
は
、
前
迭
の
済
魯
折
衷
の
技
佼
論
と
仮
作
で
あ
る
孔
氏
言
論
と
の
関
係
が
極
め
℃
松
川
接
友
一
挙
震
に
徴
し
て
見
る
と
‘
此
等
三
論

の
八
刀
立
は
符
克
北
ハ
の
一
漁
を
孔
位
一
真
古
論
に
笈
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
想
像
を
肯
定
す
る
も
の
と
し

て
武
内
義
雄
博
士
の
一
訟
を
奉
げ
る
事
が
出
来
る
。
北
ハ
の
要
旨
を
次
に
迷
べ
る
と
、

曾
一
吉
、
苦
皇
室
中
身
‘
殺
人
露
出
不
忠
乎
、
山
地
(
問
山
中
丸
一
雲
市
不
一
一
伝
説
J

、
体
不
雲
J

、
(
製
部
第
)
(
鰐
…
云
鄭
日
刊
側
一
間
)

の
最
後
の
何
、
古
論
は
「
停
」
の
字
に
作
h
y
、
魚
H

論
は
「
専
」
の
ハ
サ
に
注
ハ
ノ
て
ゐ
る
と
い
ふ
が
、
い
づ
れ
に
し
℃
も
意
味
が
佼
味
で
あ
る
。

も
し
モ
の
前
の
三
何
の
勾
法
か
ら
推
せ
ば
末
匂
「
不
習
乎
い
の
上
に
「
市
」
の
ヰ
が
段
落
し
て
ゐ
る
ら
し
く
、
又
大
載
躍
の

君
子
統
率
之
、
患
共
不
博
也
、
銃
博
之
、
出
忠
技
ハ
不
哲
也
。

(
曾
子
立
一
事
V

や
設
苑
の

君
子
博
率
、
患
北
ハ
不
習
一
広
々
(
試
薬
)

と
考
へ
合
す
と
「
停
不
習
乎
」
は
「
博
弱
…
小
柄
刊
千
」
の
川
州
遠
で
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
忠
は
れ
る
。

一
刷
版
「
停
」
の
ん
子
と
一
i

得
」
の
ヂ
と
は
形

が
似
て
誤
ら
れ
易
い
。

そ
こ
で
博
士
は
「
博
」
の
字
が
「
停
」
や
「
持
ー
一
に
誤
ら
れ
る
例
を
あ
げ
「
持
」
は
「
専
」
の
或
鋭
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
孔
氏
古
論

は
「
博
」
か
ら
「
停
」
へ
と
誤
り
、
張
役
務
は
古
碍
」
か
ら
「
持
L

を
経
て
「
本
ー
一
へ
絞
り
、
一
織
論
北
ハ
に
「
而
」
の
ん
十
を
枕
法
し
た
も
の
で

あ
る
と
武
づ
て
を
ら
れ
る
G

モ
し
て
偶
作
で
あ
る
孔
氏
古
論
は
孔
俊
民
e

古
論
の
隷
ふ
向
山
丸
木
で
、
孔
氏
古
論
は
張
侯
論
の
疲
行
後
に
な
っ
て
か

ら
、
孔
鐙
同
県
古
論
を
別
人
が
隷
お
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
は
れ
、
従
っ
て
仮
作
の
孔
氏
古
論
の
絞
文
が
説
文
所
引
の
十
口
論
と
同
じ
か
ら
や
ヘ
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そ
の
注
解
は
司
馬
川
崎
の
史
記
と
も
獄
滞
ナ
る
の
で
あ
る
と
、
迷
ペ
℃
を
ら
れ
る
。

私
は
こ
の
武
内
博
士
の
論
訟
は
、
前
に
自
分
の
考
祭
し
た
立
場
に
於
℃
も
正
に
真
相
を
一品
川
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
閉
山
ム
。
将
叉
、
五

充
論
衡
の
正
設
筋
を
見
る
と
、

…金武
z
晴
、
後
取
孔
桜
…
中
古
文
、
得
二
十
日
体
制
、
:
・
:
;
:
略
帝
女
誠
二
十
一
筋
、
宣
帝
下
太
常
博
士
時
、
術
総
書
難
焼
、
名
之
日
体
、
後
一
史

隷
潟
以
体
部
、

¥ 

と
b
り
、
此
の
間
の
治
息
が
う
か

r
ひ
繰
る
と
息
ム
。

図
っ
て
張
侠
論
と
孔
氏
古
論
と
の
差
異
は
間半
な
る
、
孔
壁
良
古
文
論
一乱
聞
を
隷
務
す
る
際
に
生
じ
た
相
異
黙
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
し
て

こ
の
探
侠
論
は
前
一
一
一
同
の
通
り
持
魯
二
論
の
折
衷
で
あ
る
か
ら
、
部
門
魯
二
論
各
々
に
つ
い
て
も
同
様
異
古
文
隷
潟
に
よ
る
八
刀
立
と
い
ふ
こ
と
が

出
来
よ
う
。
即
ち
一
一
一
論
の
分
立
は
孔
俊
民
古
文
論
訟
を
隷
潟
す
る
場
合
に
生
じ
た
別
で
あ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
孔
壁
民
古
文
論
訟
は
三
論
の
未

だ
分
立
せ
ざ
る
前
の
原
典
で
あ
る
。

私
の
結
論
は
右
で
終
っ
た
次
第
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
未
だ
障
害
と
な
る
た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
が
数
ケ
保
存
す
る
。

ω何
長
の
集
解
叙
に
は
劉
向
の
一
一
一一同
と
し
て
、
先
づ
魯
論
部
門
誌
耐
の
所
俸
の
事
が
説
明
さ
れ
、
次
い
で
「
魯
北
ハ
玉
時
:
:
:
J
・
符
古
文
論
語
」
と
古

論
に
設
き
及
ん
で
ゐ
る
、
叉
漢
卦
一
一
同
義
文
志
に
は
「
渓
輿
有
部
門
魯
之
説
、
停
持
論
者
、
:
:
:
い:
俸
魯
論
者
:
:
:
:
・
」
と
あ
っ
て
別
に
古
論
の
停

者
に
は
及
ん
で
ゐ
た
い
。
此
等
の
事
か
ら
従
来
、
本
ハ
魯
雨
論
は
さ
も
孔
時
一
一
古
論
議
扱
以
前
段
に
行
は
れ
て
ゐ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
、
こ
れ

が
叫
訟
に
泡
設
と
た
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
べ
然
し
集
解
叙
や
漢
志
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る
部
門
魯
古
三
論
の
墜
者
停
者
が
全
部
武
帝
以
後
の
人
々

，で
あ
づ
℃
武
帝
以
前
の
人
点
、
か
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
一
迎
訟
は
疑
ム
払
跡
地
を
多
分
に
有
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
済
魯

一
間
論
の
み
が
古
文
後
掘
以
前
却
ち
武
・
帝
以
前
に
行
は
れ
て
ゐ
た
事
の
論
鋒
に
は
な
り
得
た
い
。

パ
∞
後
漢
の
、越
般
の
↓
ヤ
純
子
態
離
に
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孝
文
皇
帝
1

欲
撲
選
挙
之
務
‘
論
語
孝
経
↓
京
子
離
雅
、
皆
謹
博
士
、

と
あ
る
。
こ
の
設
に
よ
れ
ば
議
漢
文
帝
の
代
に
読
に
論
語
が
行
は
れ
、
荷
も
今
文
博
士
ま
で
援
か
れ
℃
ゐ
た
こ
と
に
な
る
。
然
し
越
岐
の
此

の
設
は
何
に
媛
つ
℃
な
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
了
皮
肉
じ
事
と
患
は
れ
る
事
を
毅
散
の
譲
太
常
博
士
蓄
の
や
に

一
怠
孝
文
皇
帝
:
;
・
;
天
下
衆
喜
多
山
内
皆
諸
子
停
設
、
治
廃
立
於
察
官
震
設
博
士
、

と
あ
る
9

然
し
此
の
文
に
は
「
論
諾
」
の
字
が
見
え
な
い
。
一
銭
武
帝
以
前
に
は
論
一
弘
問
中
に
見
ゆ
る
も
の
と
同
じ
や
う
な
孔
門
の
詩
録
が
津

山
流
体
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
一
撃
は
孟
子
初
子
主
見
て
も
判
る
し
、
武
帝
以
前
の
文
献
で
あ
る
新
妻
・
新
一
品
川
・
韓
詩
・
外
傍
等
、
そ
の
他
の
経

典
中
を
阿
見
℃
も
明
絞
に
判
る
所
で
あ
る
。
此
位
一
寸
の
語
録
中
に
は
論
語
の
・
中
に
存
す
る
も
の
と
一
致
又
は
類
似
す
る
も
の
も
多
少
は
あ
る
が
、

大
方
は
然
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
Q

そ
し
℃
此
等
の
語
録
は
「
孔
子
日
」
と
か
「
子
日
!
一
と
か
を
附
し
て
引
か
れ
℃
ゐ
る
か
、
え
は
「
停
日
!
一

と
稀
せ
ら
れ
℃
庚
く
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
こ
の
「
停
」
と
い
今
和
呼
は
、
北
ハ
の
後
論
誌
の
常
一
一
日
が
出
現
し
て
か
ら
も
依
然
と
し
て
、
そ

の
稀
呼
と
も
た
り
、
漠
警
恭
玉
俸
に
「
王
壌
孔
氏
護
宅
以
成
立
ハ
官
、
於
北
ハ
壁
中
、
得
古
文
経
停
、
i

一
と
お
り
、
論
街
互
設
篇
に
は
「
漢
武
帝

後
取
孔
修
一
古
文
至
宣
帝
下
太
常
博
士
持
、
合
稀
難
焼
、
名
之
日
体
」
と
あ
り
、
漠
常
一
一
日
揚
雄
倖
賛
に
は
「
俸
英
大
於
論
語
」
と
あ
り
、
後
漢
意
向

光
武
十
五
俸
に
は
「
出
獄
王
締
菩
設
孝
経
論
一
品
川
体
i

一
と

b
っ
て
、
い
づ
れ
も
論
語
主
体
と
裕
す
る
習
演
が
あ
っ
た
。
故
に
越
岐
は
劉
散
の
消

ふ
「
諸
子
倖
設
」
の
中
に
、
就
に
論
…
誌
の
撃
が
存
し
た
と
考
へ
誤
づ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
劉
款
の
所
前
「
諸
子
体
設
」
と
は
孔
門
に
関
す

る
限
り
、
一
五
布
を
は
じ
め
武
索
以
前
の
文
献
に
去
は
れ
た
孔
円
語
録
一
般
を
指
す
の
で
あ
っ
℃
、
論
誌
と
い
ふ
成
警
が
此
の
中
に
合
ま
れ
て

を
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
は
じ
い
。
漢
警
に
於
て
論
諮
の
絞
ま
れ
た
詑
一
事
の
存
す
る
の
は
私
の
見
る
所
で
は
mm
帝
紀
始
一
五
瓦
年
の
沼
に
「
朕
修

古
帝
王
之
一
卒
、
過
保
体
停
、
孝
経
論
誇
符
金
問
、
未
一
辺
有
明
」
と
あ
る
の
を
阪
矢
と
す
る
。
昭
情
以
前
に
は
か
か
る
明
記
が
た
い
。
従
っ
て
濁

り
越
般
の
設
を
以
℃
文
帝
の
代
銃
に
今
文
博
士
の
設
泣
い
か
あ
っ
た
と
い
ふ
き
民
是
認
す
る
わ
け
に
は
行
か
ね
。
(
阪
一
明

)
J誠一作…

M14
一一一…

越
氏
に
本
づ
い
た
ら
し
〈
、
間
J

様
に
論
接
と
な

B
符
な
い
。

-L

ゆ
鱗
詑
坊
誌
に
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子
及
、
君
子
弛
共
毅
之
地
雨
敬
兆
英
、
論
話
回
一
一
一
年
無
改
終
叉
之
選
一
吋
認
孝
ム
犬
、
高
宗
一
訳
、
一
一
一
年
共
惟
不
言
、
一
出
向
乃
様
、

と
お
る
。
こ
の
?
文
を
以
℃
論
訟
の
饗
が
般
に
幼
誌
の
成
立
以
前
に
る
っ
た
と
さ
れ
、
梁
の
沈
約
の
坊
記
子
忠
作
設
に
従
へ
ば
論
詩
の
警
も

卵
子
息
以
前
か
ら
存
し
た
…
惑
に
た
る
。
然
し
総
詑
中
総
括
の
交
一
と
同
じ
も
り
を
引
く
も
の
が
数
多
あ
る
が
、
一
と
し
℃
「
論
一
訪
日
」
の
字
を

用
ひ
た
る
も
の
無
く
、
約
伐
に
こ
の
一
文
の
み
で
あ
る
。
然
も
こ
の
辺
側
諸
日
云
'R

」
の
一
文
は
前
後
と
意
味
上
の
重
複
が
あ
り
、
後
入
の
誌

記
た
ど
の
誤
入
で
は
な
い
か
と
い
み
凝
が
入
れ
ら
れ
長
い
わ
け
で
も
な
い
。
と
に
か
く
か
L

る
例
外
的
「
仏
側
諸
問
」
を
以
て
武
帝
以
前
よ
り

「
仏
側
諸
い
と
し
て
の
一
成
警
が
行
は
れ
℃
ゐ
た
と
い
ふ
論
嬢
と
な
す
に
は
尚
不
充
分
の
や
う
に
考
へ
る
。

川

河

韓

詩

外

体

傘

五

に

，

論
諸
問
、
必
也
正
名
乎
.

と
あ
る
。
一
様
こ
の
韓
詩
外
一
体
も
孔
予
の
一
訟
を
引
て
も
の
極
め
て
多
く
る
そ
の
う
ち
論
誇
中
の
も
の
と
酷
似
す
る
も
の
も
亦
多
い
。
然
る
に

此
の
文
を
除
い
℃
は
殆
ど
「
論
…
訪
日
」
を
鮒
し
た
も
の
は
た
い
。
従
っ
て
こ
れ
も
前
項
と
同
様
の
理
由
で
俄
に
信
や
る
わ
け
に
行
か
ぬ
心
非
、

の
他
、
先
秦
よ
り
前
漠
初
期
に
か
け
て
)
邸
ち
武
帝
以
前
の
文
獄
、
例
へ
ば
前
出
の
納
版
記
等

ρ経
典
を
は
じ
め
斡
詩
外
侮
・
新
設
で
新
語
等

に
引
か
れ
た
文
で
論
…
訪
中
り
そ
れ
と
同
じ
文
や
類
似
の
文
b
る
の
を
回
し
て
所
諮
「
逸
論
諾
」
と
裕
す
る
の
は
後
人
の
校
稀
で
あ
る
。
一
般

此
答
。
文
獄
中
に
は
論
語
と
同
て
活
b
ζ
は
類
似
の
文
も
存
す
る
が
，
大
州
政
論
一
語
に
た
い
孔
門
の
語
録
の
方
が
盗
に
多
数
で
「
孔
子
日
!
一

と
か
「
体
臼
」
と
か
で
胃
頭
さ
れ
℃
ゐ
る
。
即
ち
此
紘
一
寸
の
諸
々
の
一
語
録
は
流
倖
中
の
孔
門
の
諾
録
を
引
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
論
誌

と
同
一
、
若
し
く
は
類
似
の
一
部
の
語
録
の
み
を
技
し
来
つ
℃
議
論
一
誌
と
命
名
す
る
の
は
理
に
合
は
な
い
。

以
上
の
五
ケ
依
巳
よ
っ
て
、
武
帝
の
時
の
孔
獲
古
文
護
据
以
誌
に
「
論
説
問
」
と
し
て
の
一
成
警
は
未
だ
世
に
行
は
れ
〈
を
ら
ぬ
、
と
い
ふ

一
撃
が
出
来
、
従
づ
℃
結
論
と
し
℃
前
一
一
目
し
た
¥
一
ニ
一
識
は
孔
壁
奨
古
文
論
誇
の
隷
察
後
に
は
じ
め
て
三
分
さ
れ
た
と
い
ふ
所
見
に
差
障
り
が
な

小
と
考
へ
る
。
即
ち
一
一
一
論
。
源
流
は
孔
懸
一
古
論
に
愛
し
た
の
で
あ
る
j
n
b
f
c
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